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2015年7月2日（木） 

伊与田昌慶（気候ネットワーク研究員） 

国際交渉から考える日本の課題 
～脱炭素化に向かう世界の中で～ 



累積総排出量と気温上昇 

出典：IPCC AR5 WG1 SPM（気象庁訳） 



累積総排出量と気温上昇 

出典：IPCC AR5 WG1 SPM（気象庁訳） 

2011年までに、すでに515GtCが排出された 

「2℃未満」のためには、累積排出量を、 

790GtCに制限する必要がある。 

累積CO2排出量が増えると、気温は上昇する 

あと数十年で「2℃未満」は不可能になる。 

対策は待ったなし！！ 



2014年9月23日 国連気候サミット 

世界120国以上の首脳が参加 

2015年パリ合意の実現を約束 

©UN Photo/Cia Pak 



©UN Photo Mark-Garten 

2014年9月21日 

米国・ニューヨークで40万人が 

温暖化対策の強化を求めてマーチ 



U.S. Embassy, The Hague/Flickr 

2014年11月。中国・米国首脳が、 

温暖化対策の新目標を共同発表 



2015年6月7～8日 

G7エルマウサミット 
G7 summit 

今世紀中の「脱炭素化」に合意 
写真：首相官邸http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/actions/201506/__icsFiles/afieldfile/2015/06/08/07summit07.jpg 



2015年6月18日”回勅”発表 

ローマ教皇、気候変動対策の強化を求める 



化石燃料の時代の 
終焉は避けられない。 

長きにわたって、 
産業を支えてきた 

化石燃料。 

再エネ時代の 
始まりは止まらない。 
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2015年6月1～11日 ドイツ 

国連気候変動ボン会議 



 

厳しい視線：その1 
 

2020年以降の温暖化対策 
～国別目標案（約束草案）をめぐる議論～ 



2015年6月2日、政府原案発表 

2013年比、2030年までに26％削減 



出典：政府審議会 約束草案検討ワーキンググループ資料2015年4月30日 資料 
http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/sangyougijutsu/chikyu_kankyo/yakusoku_souan_wg/pdf/007_s01_00.pdf 
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この水準の目標案を提出
すれば、気候変動問題に
おける日本の地位は失墜
してしまうでしょう。 
 
Wael Hmaidan 
CAN International 

Photo: CAN http://www.climatenetwork.org/profile/wael-hmaidan-director 
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科学者グループ、日本の目標原案は「不十分」 

出典：http://climateactiontracker.org/countries/japan.html 
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フェリペ・カルデロン 
経済と気候に関するグローバル委員会委員長、 

前メキシコ大統領 

日本は、現在の提案よりもさらに 
高い目標を掲げることができるし、 
また、そうすべきだ。 
 
排出量を削減し、低炭素都市と 
クリーンエネルギーシステムに 
投資することで、日本は新たな 
ビジネスチャンスを開き、技術の 
リーダーとしての地位を確保する 
ことができる。 



写真：東京電力http://photo.tepco.co.jp/date/2011/201103-j/110316-01j.html 

エネルギーミックス政府案 
 

原子力…20～22％、再エネ…22～24％、 
石炭火力…26％、天然ガス火力…27％、石油火力…3％ 





新しい日本の気候目標への提言 
http://www.can-japan.org/advocacy/1795 

日本の温室効果ガス排出量を、2030年までに 

1990年比で40～50％削減する。 

22 

再生可能エネルギー目標 
（電力に占める割合） 

45％ 
再生可能エネルギー目標 
（一次エネルギーに占める割合） 

30％ 
省エネルギー目標 
（2010 年最終エネルギー消費に対する変化率） 

－35％ 
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厳しい視線：その2 
 

2020年までの温暖化対策 



2013年発表の目標 

2020年暫定目標 
「2005年比3.8％削減」 

©気候ネットワーク 



日本政府に対し、 
各国から厳しい質問が相次ぐ 

＊日本の質疑応答の録画映像はどなたでもこちらから視聴可能です： 
http://unfccc6.meta-fusion.com/sb42/events/2015-06-03-15-00-sbi-multilateral-assessment-working-group-session/japan-4 
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厳しい視線：その3 
 

石炭火力発電の推進 



出典： 気候ネットワーク 

47以上。 



石炭は”クリーン”か？ 

出典：資源エネルギー庁のデータをもとに気候ネットワーク作成 



6月12日、望月環境大臣 
 
 

山口宇部パワーの 
石炭火力発電所新設計画に 

 

「是認しがたい」と 
 

事業の再考を求める意見 



国際的な石炭支援に関する最新報告書 
出典： http://priceofoil.org/content/uploads/2015/05/Under_The_Rug_NRDC_OCI_WWF_Jun_2015.pdf 
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公的資金による国際的な石炭支援 

日本が世界最多の200億ドル 
出典：http://priceofoil.org/content/uploads/2015/05/Under_The_Rug_NRDC_OCI_WWF_Jun_2015.pdf 
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日本の国際協力銀行（JBIC） 
国際金融機関における石炭支援額、第1位 
出典：http://priceofoil.org/content/uploads/2015/05/Under_The_Rug_NRDC_OCI_WWF_Jun_2015.pdf 
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厳しい視線：その4 
 

G7サミットの合意プロセス 



2015年6月7～8日 

G7エルマウサミット 
G7 summit 

写真：首相官邸http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/actions/201506/__icsFiles/afieldfile/2015/06/08/07summit07.jpg 

今世紀中の「脱炭素化」に合意 



フィナンシャル・タイムズ紙へのAvaazの意見広告 





 

厳しい視線：その5 
 

昇る太陽、沈む影響力？ 



 

http://e3g.org/docs/E3G_Japan_Rising_sun_sinking_influence_in_JP_260515.pdf 

http://e3g.org/docs/E3G_Japan_Rising_sun_sinking_influence_in_JP_260515.pdf
http://e3g.org/docs/E3G_Japan_Rising_sun_sinking_influence_in_JP_260515.pdf


©2015CASA 

6月ボン会議でも… 

「本日の化石賞」三冠 



 

COP21パリ会議に向けて 

日本の課題 



COP21に向けた日本の課題 
• 2020年以降の温暖化対策の方針 

– 温暖化対策の国別目標案（約束草案）の排出削減の水準を
大幅に引き上げて国連に正式提出する 

– 原発や石炭に依存するエネルギー政策の方針を取り下げ、
原発も温暖化もない社会ビジョンをもつ 

• 2020年までの温暖化対策 

– 原発に依存せず、省エネ強化・再エネ強化の方針を持つ 

– 特に、石炭火力発電の新増設計画（47基）は懸念大 

• パリ合意において重要な途上国支援 

– 国際社会がめざす長期資金目標（2020年までに年1000億
ドル）に貢献できるよう、パリに向けて応分の拠出の表明
をしていく 

– 途上国における石炭火力発電事業への支援方針を取りやめ、
途上国の省エネや再エネ普及の支援へと全面的に舵をきる 



日本政府が再エネ100％に沿う高い目標を掲げれば… 
 

・化石燃料輸入コスト…年間330億ドル節減 

・大気汚染による死から救える人数…年間16,500人 
・再エネ部門の雇用増…67,000人 

https://newclimateinstitute.files.wordpress.com/2015/06/cobenefits-of-indcs-june-2015.pdf 
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ご清聴ありがとうございました。 
 

ご質問・ご意見は気候ネットワーク 

京都事務所の伊与田までお気軽にお寄せ下さい。 

 

メール：iyoda@kikonet.org 

電話：075-254-1011、FAX：075-254-1012 

URL：http://www.kikonet.org 

 気候ネットワークは地球温暖化を防ぐために市民の立場から提案× 
発信×行動するNGO/NPOです。気候ネットワークは多くの方々のご 
参加・ご支援によって支えられています。どうか、ご支援をよろしくお願 
いいたします。オンライン寄付・入会ページは次よりアクセスできます。 

 URL：http://www.kikonet.org/category/support/ 

（右のQRコードからもオンライン寄付・入会ページにアクセスできます） 
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